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(57)【要約】
【課題】本撮影で取得される撮像画像の輝度との不一致
が低減されるように、ライブビュー画像と共に輝度に対
応するパターンを表示する。
【解決手段】撮像制御装置が、本撮影用の絞りの設定値
に基づく絞りで撮像された画像を画像ファイルとして記
録するように制御する記録制御手段と、前記本撮影用の
絞りの設定値に基づく絞りでライブビュー撮影されてい
る場合、ライブビュー画像の輝度に対応するパターンを
ライブビュー画像に重畳して表示する一方、前記本撮影
用の絞りの設定値に基づかない絞りでライブビュー撮影
されている場合、前記パターンを重畳せずにライブビュ
ー画像を表示するように制御する表示制御手段と、を有
する。
【選択図】　図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本撮影用の絞りの設定値に基づく絞りで撮像された画像を画像ファイルとして記録する
ように制御する記録制御手段と、
　前記本撮影用の絞りの設定値に基づく絞りでライブビュー撮影されている場合、ライブ
ビュー画像の輝度に対応するパターンをライブビュー画像に重畳して表示する一方、前記
本撮影用の絞りの設定値に基づかない絞りでライブビュー撮影されている場合、前記パタ
ーンを重畳せずにライブビュー画像を表示するように制御する表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする撮像制御装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段は、前記本撮影用の設定情報に基づいてライブビュー画像を補正する
露出シミュレーションが実行されている場合、前記パターンをライブビュー画像に重畳し
て表示する一方、前記露出シミュレーションが実行されていない場合、前記パターンを重
畳せずにライブビュー画像を表示するように制御する、ことを特徴とする請求項１に記載
の撮像制御装置。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、
　前記本撮影用の絞りの設定値に基づく絞りでライブビュー撮影されており、かつ、前記
露出シミュレーションが実行されている場合、前記パターンをライブビュー画像に重畳し
て表示し、
　前記本撮影用の絞りの設定値に基づく絞りでライブビュー撮影されている場合であって
も、前記露出シミュレーションが実行されていない場合、前記パターンを重畳せずにライ
ブビュー画像を表示するように制御する、ことを特徴とする請求項２に記載の撮像制御装
置。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、前記露出シミュレーションが実行されている場合であっても、前
記本撮影用の絞りの設定値に基づかない絞りでライブビュー撮影されている場合、前記パ
ターンを重畳せずにライブビュー画像を表示するように制御する、ことを特徴とする請求
項２または３に記載の撮像制御装置。
【請求項５】
　前記本撮影用の絞りの設定値に基づかない絞りでライブビュー撮影されている際に特定
の操作が行われたことに応じて、前記特定の操作が行われている期間にわたって前記本撮
影用の絞りの設定値に基づく絞りでライブビュー撮影を行うように制御する撮像制御手段
を更に有し、
　前記表示制御手段は、前記パターンが表示されていない場合に前記特定の操作が行われ
ても前記パターンを表示しないように制御する、ことを特徴とする請求項１から４のいず
れか１項に記載の撮像制御装置。
【請求項６】
　前記特定の操作がなくとも前記本撮影用の絞りの設定値に基づく絞りでライブビュー撮
影を行う第１の設定と、前記本撮影用の絞りの設定値に基づかない絞りでライブビュー撮
影を行う第２の設定と、を含む複数の設定の候補のうちいずれかに設定する設定手段を更
に有し、
　前記表示制御手段は、前記設定手段によって前記第１の設定に設定されている場合に、
前記パターンをライブビュー画像に重畳して表示するように制御する、ことを特徴とする
請求項５に記載の撮像制御装置。
【請求項７】
　前記表示制御手段は、前記設定手段によって前記第１の設定に設定されている場合に、
前記特定の操作がされていない期間であっても前記パターンをライブビュー画像に重畳し
て表示するように制御する、ことを特徴とする請求項６に記載の撮像制御装置。
【請求項８】
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　前記撮像制御手段は、
　静止画撮影モードかつ前記第２の設定に設定されている場合には、前記本撮影用の絞り
の設定値に基づかない絞りでライブビュー撮影を行い、
　動画撮影モードに設定されている場合には、前記設定手段の設定にかかわらず、前記特
定の操作がなくとも、前記本撮影用の絞りの設定値に基づく絞りでライブビュー撮影を行
うように制御する、ことを特徴とする請求項６または７に記載の撮像制御装置。
【請求項９】
　前記本撮影用の絞りの設定値に基づかない絞りでライブビュー撮影されている場合、前
記表示制御手段は、前記パターンとは色および模様の少なくともいずれかが異なる第２の
パターンをライブビュー画像に重畳して表示するように制御する、ことを特徴とする請求
項１から８のいずれか１項に記載の撮像制御装置。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９のいずれか１項に記載の撮像制御装置と、
　撮像手段と、を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項１１】
　本撮影用の絞りの設定値に基づく絞りで撮像された画像を画像ファイルとして記録する
ように制御する記録制御ステップと、
　前記本撮影用の絞りの設定値に基づく絞りでライブビュー撮影されている場合、ライブ
ビュー画像の輝度に対応するパターンをライブビュー画像に重畳して表示する一方、前記
本撮影用の絞りの設定値に基づかない絞りでライブビュー撮影されている場合、前記パタ
ーンを重畳せずにライブビュー画像を表示するように制御する表示制御ステップと、
　を備えることを特徴とする撮像制御装置の制御方法。
【請求項１２】
　コンピュータを、請求項１から請求項９のいずれか１項に記載された撮像制御装置の各
手段として機能させるためのプログラム。
【請求項１３】
　コンピュータを、請求項１から請求項９のいずれか１項に記載された撮像制御装置の各
手段として機能させるためのプログラムを格納したコンピュータが読み取り可能な記憶媒
体。 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像制御装置、撮像装置、制御方法、プログラム、および記録媒体に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、撮像装置において、設定輝度レベルに連動して、電子ビューファインダー上に撮
影映像に重畳表示されるゼブラパターン（ゼブラ模様）と称される斜め線を、被写体映像
に重畳して表示する技術が知られている（特許文献１）。ユーザは、ゼブラパターンを見
て、撮影すべき被写体の輝度をより容易に確認することができ、露出調整を行うことがで
きる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１３０４６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ライブビュー表示を行っている撮影待機状態においては、本撮影（記録用の画像の撮影
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）を実行する際の撮影条件と異なる条件に撮像装置が設定されることがある。例えば、撮
影待機状態におけるオートフォーカスの精度を向上させるために、撮影待機状態での絞り
が、本撮影を実行する際の絞りよりも明るい値（例えば、開放値）に設定されることがあ
る。
【０００５】
　本撮影における撮影条件と異なる条件で取得されたライブビュー画像の輝度に対応する
ように生成されたパターンは、本撮影で取得される撮像画像の輝度には正確に対応してい
ない可能性がある。したがって、ユーザがそのようなパターンを参照して本撮影を実行し
たとしても、ユーザが希望する撮像画像が得られない可能性がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、本撮影で取得される撮像画像の輝度との不一致が低減されるように
、ライブビュー画像と共に輝度に対応するパターンを表示することが可能な撮像制御装置
、撮像装置、制御方法、プログラム、および記録媒体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の撮像制御装置は、本撮影用の絞りの設定値に基づ
く絞りで撮像された画像を画像ファイルとして記録するように制御する記録制御手段と、
前記本撮影用の絞りの設定値に基づく絞りでライブビュー撮影されている場合、ライブビ
ュー画像の輝度に対応するパターンをライブビュー画像に重畳して表示する一方、前記本
撮影用の絞りの設定値に基づかない絞りでライブビュー撮影されている場合、前記パター
ンを重畳せずにライブビュー画像を表示するように制御する表示制御手段と、を有するこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、本撮影で取得される撮像画像の輝度との不一致が低減されるように、
ライブビュー画像と共に輝度に対応するパターンを表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態に係るデジタルカメラの斜視図である。
【図２】本発明の実施形態に係るデジタルカメラの構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の実施形態におけるゼブラ表示のメイン処理のフローチャートである。
【図４】本発明の実施形態におけるゼブラ設定処理（ステップＳ３０８）の詳細を示すフ
ローチャートである。
【図５】本発明の実施形態におけるゼブラ設定画面の一例を示す図である。
【図６】本発明の実施形態における撮影画面表示処理（ステップＳ３１０）の詳細を示す
フローチャートである。
【図７】本発明の実施形態におけるゼブラ表示処理（ステップＳ６１８）の詳細を示すフ
ローチャートである。
【図８】本発明の実施形態におけるゼブラ表示が重畳された撮影画面の一例を示すである
。
【図９】本発明の実施形態における撮影処理（ステップＳ６２０）の詳細を示すフローチ
ャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態について添付図面を参照しながら詳細に説明する。以下に説明
される各実施形態は、本発明を実現可能な構成の一例に過ぎない。以下の各実施形態は、
本発明が適用される装置の構成や各種の条件に応じて適宜に修正または変更することが可
能である。また、以下の各実施形態に含まれる要素の組合せの全てが本発明を実現するに
必須であるとは限られず、要素の一部を適宜に省略することが可能である。したがって、
本発明の範囲は、以下の各実施形態に記載される構成によって限定されるものではない。
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また、相互に矛盾のない限りにおいて実施形態内に記載された複数の構成を組み合わせた
構成も採用可能である。
【００１１】
　図１は、本発明の実施形態に係る撮像制御装置の一例であるデジタルカメラ１００の外
観図である。図１（ａ）はデジタルカメラ１００の前面斜視図であって、図１（ｂ）はデ
ジタルカメラ１００の背面斜視図である。
【００１２】
　デジタルカメラ１００は、それぞれ表示部として機能する背面表示部２８および上面表
示部４３を有する。背面表示部２８は、デジタルカメラ１００の背面に設けられ、デジタ
ルカメラ１００が撮像した画像情報および各種設定情報の種々の情報を表示する。上面表
示部４３は、デジタルカメラ１００の上面に設けられ、シャッター速度および絞り値等の
デジタルカメラ１００に関する種々の設定値を表示する。
【００１３】
　デジタルカメラ１００は、操作部７０を構成する押しボタン、回転ダイヤル、タッチセ
ンサ等の複数の操作部材を有する。操作部材には、モード切替スイッチ６０、シャッター
ボタン６１、メイン電子ダイヤル７１、電源スイッチ７２、サブ電子ダイヤル７３、十字
キー７４、ＳＥＴボタン７５、ＬＶボタン７６、拡大ボタン７７、縮小ボタン７８、およ
び再生ボタン７９が含まれる。
【００１４】
　モード切替スイッチ６０は、種々の動作モードを切り替えるのに用いられる操作部材で
ある。シャッターボタン６１は、ユーザが撮影指示を行うのに用いられる操作部材である
。
【００１５】
　メイン電子ダイヤル７１は、ユーザによる回転操作が可能な操作部材であって、回転操
作によってシャッター速度や絞り値等の設定値の変更が指示される。電源スイッチ７２は
、デジタルカメラ１００の電源のオン状態とオフ状態とを切り替えるのに用いられる操作
部材である。
【００１６】
　サブ電子ダイヤル７３は、ユーザによる回転操作が可能な操作部材であって、回転操作
によって選択枠の移動や画像送り等の動作が指示される。十字キー７４は、上下左右の４
方向に押下可能な操作部材であって、押下された方向に応じた動作が指示される。ＳＥＴ
ボタン７５は、サブ電子ダイヤル７３および十字キー７４の略中心に配置される操作部材
であって、ユーザが選択した項目の決定を指示する際に用いられる押しボタンである。
【００１７】
　ＬＶボタン７６は、ライブビュー（Live View, ＬＶ）のオン状態とオフ状態とを切り
替えるのに用いられる操作部材であって、動画撮影モードでは動画撮影の開始および停止
を指示するのに用いられる。再生ボタン７９は、撮影モードと再生モードとを切り替える
のに用いられる操作部材である。再生ボタン７９の押下によって撮影モードが再生モード
に遷移し、最新の記録済み画像が背面表示部２８に表示される。
【００１８】
　拡大ボタン７７は、ライブビュー表示中における拡大モードのオン状態とオフ状態との
切替えおよび拡大モード中の拡大率の増大を指示するのに用いられる操作部材である。ま
た、拡大ボタン７７は、再生モードにおいては表示されている再生画像の拡大率の増大を
指示するのにも用いられる。縮小ボタン７８は、拡大モード中および再生モード中におけ
る拡大率の低減を指示するのに用いられる操作部材である。
【００１９】
　さらに、デジタルカメラ１００は、通信端子１０、クイックリターンミラー１２、接眼
ファインダー１６、端子カバー４０、グリップ部９０、および蓋２０２を有する。通信端
子１０は、デジタルカメラ１００に装着されるレンズユニット１５０との通信に用いられ
る通信端子である。クイックリターンミラー１２は、不図示のアクチュエータによって動
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かされアップ状態またはダウン状態に設定される。接眼ファインダー１６は、被写体の光
学像の合焦状態や構図を確認するのに用いられる覗き込み型のファインダーである。
【００２０】
　端子カバー４０は、外部機器とデジタルカメラ１００とを接続する接続ケーブル等のコ
ネクタ端子を保護するカバーである。グリップ部９０は、ユーザがデジタルカメラ１００
を用いる際に右手で把持しやすいように形成された保持部である。蓋２０２は、１つ以上
の記録媒体２００を格納したスロットを保護する蓋である。
【００２１】
　図２は、本発明の実施形態に係るデジタルカメラ１００の構成を示すブロック図である
。図２に示すように、撮像装置であるデジタルカメラ１００には、撮像手段を構成するレ
ンズユニット１５０が着脱可能に装着されている。
【００２２】
　レンズユニット１５０は、いわゆる交換レンズであって、レンズ部１０３と、絞り１と
、絞り駆動回路２と、ＡＦ（Auto Focus）駆動回路３と、レンズシステム制御回路４と、
通信端子６とを有する。レンズ部１０３は、フォーカスレンズ等の複数のレンズを有する
が、図示の簡単のため図２では模式的に１枚のレンズで表現されている。通信端子６は、
デジタルカメラ１００との通信に用いられる通信端子である。レンズユニット１５０がデ
ジタルカメラ１００に装着されると、レンズユニット１５０の通信端子６とデジタルカメ
ラ１００の通信端子１０とが接触し電気的に接続する。レンズユニット１５０は、通信端
子６，１０を介してデジタルカメラ１００のシステム制御部５０と通信することができる
。レンズシステム制御回路４は、システム制御部５０による制御の下、絞り駆動回路２に
よって絞り１を制御すると共に、ＡＦ駆動回路３によってレンズ部１０３内のレンズを変
位させて焦点を合わせる。なお、以下、絞り１を開放状態よりも絞ることを「絞り込み」
と称することがある。
【００２３】
　以下、デジタルカメラ１００に設けられている要素についてそれぞれ説明する。
【００２４】
　システム制御部５０は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等のプロセッサ
を用いて構成され、デジタルカメラ１００およびレンズユニット１５０の動作を統合的に
制御する。
【００２５】
　不揮発性メモリ５６は、不揮発性でありつつ電気的に記録および消去が可能な記憶媒体
であって、例えばＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable Read-Only Memor
y）によって構成される。不揮発性メモリ５６は、システム制御部５０によって用いられ
る動作用の値（定数、変数等）および制御用のプログラムを格納している。
【００２６】
　システムメモリ５２は、揮発性の記憶媒体であって、例えばＲＡＭ（Random Access Me
mory）によって構成される。システムメモリ５２は、システム制御部５０が使用する動作
用の値（定数、変数等）が記憶されプログラムが展開されるワーキングメモリとして機能
する。
【００２７】
　フローチャート等を参照して後述される本実施形態の種々の処理は、システム制御部５
０が有する１以上のプロセッサが、不揮発性メモリ５６に格納されているプログラムをシ
ステムメモリ５２に展開して実行することによって実現される。なお、本実施形態の種々
の処理の少なくとも一部が、システム制御部５０による制御の下、システム制御部５０以
外の要素によって実現されてもよい。
【００２８】
　クイックリターンミラー（以下、単に「ミラー」と称する場合がある）１２は、露光処
理、ライブビュー表示、または動画撮影の際に、システム制御部５０の指示に基づくアク
チュエータの動作によって動かされ、アップ状態またはダウン状態に設定される。ミラー
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１２は、レンズユニット１５０のレンズ部１０３を介して入射した光束の到達先を、接眼
ファインダー１６と撮像部２２とのいずれかに切り替える機能を有する。
【００２９】
　通常時において、ミラー１２は、光束を反射して接眼ファインダー１６に導く位置に配
置されている。他方、撮影時やライブビュー時は、ミラー１２が跳ね上げられ光束から退
避されることで、光束を通過させて撮像部２２に導く。後者は、一般にミラーアップ（Mi
rror Lock-up）と称される。
【００３０】
　通常時において、デジタルカメラ１００のユーザは、ペンタプリズム１４および接眼フ
ァインダー１６を介してフォーカシングスクリーン１３を観察することによって、レンズ
ユニット１５０を介して得られた被写体の光学像の合焦状態および構図を確認できる。
【００３１】
　ミラー１２の中央部は、光束の一部を透過させるハーフミラーとして構成されている。
ミラー１２の中央部を透過した光束の一部は、焦点検出部１１に入射する。
【００３２】
　焦点検出部１１は、受光した入射光に基づいて焦点検出を実行する。より詳細には、焦
点検出部１１は、受光した入射光に基づいてデフォーカス量を取得してシステム制御部５
０に出力する。システム制御部５０は、焦点検出部１１からのデフォーカス量に基づいて
レンズユニット１５０を制御して位相差ＡＦを実現する。
【００３３】
　ＡＥ（Auto Exposure）センサー１７は、レンズユニット１５０を通過した被写体の輝
度を測光して、システム制御部５０に出力する。
【００３４】
　シャッター１０１は、システム制御部５０に制御されて開閉するフォーカルプレーンシ
ャッターである。システム制御部５０は、シャッター１０１の開閉時間を制御することに
よって、撮像部２２における露光時間を自由に制御することができる。
【００３５】
　撮像部２２は、ＣＣＤ素子やＣＭＯＳ素子によって構成される撮像素子であって、撮像
面に結像した被写体の光学像を電気信号に変換してＡ／Ｄ変換器２３に出力する。撮像部
２２は、レンズユニット１５０と共に撮像手段を構成する。
【００３６】
　Ａ／Ｄ変換器２３は、撮像部２２から出力される電気信号（アナログ信号）をデジタル
信号（画像データ）に変換して、メモリ制御部１５および画像処理部２４の少なくともい
ずれかに出力する。
【００３７】
　画像処理部２４は、Ａ／Ｄ変換器２３またはメモリ制御部１５から供給されるデジタル
信号（画像データ）に対して種々の画像処理（画素補間処理、リサイズ処理、色変換処理
等）を実行する集積回路である。画像処理部２４は、撮像された画像データに基づいて種
々の演算処理を実行する。システム制御部５０は、以上の演算処理の結果に基づいて、露
光制御処理および測距制御処理を実行することができる。以上の制御処理によって、ＴＴ
Ｌ（Through-The-Lens）方式のＡＦ処理、ＡＥ処理、ＥＦ処理（フラッシュプリ発光処理
）が実現される。また、画像処理部２４は、以上の演算処理の結果に基づいて、ＴＴＬ方
式のオートホワイトバランス（ＡＷＢ）処理を実行できる。
【００３８】
　メモリ３２は、撮像部２２にて取得されＡ／Ｄ変換器２３によってデジタル信号に変換
された画像データ、背面表示部２８に表示すべき画像データ等のデータを記憶する記憶媒
体である。Ａ／Ｄ変換器２３から出力された画像データは、画像処理部２４の処理後にメ
モリ制御部１５を介して、または、直接的にメモリ制御部１５を介して、メモリ３２に書
き込まれる。メモリ３２は、所定枚数の静止画や所定時間に亘る動画像および音声を格納
するのに十分な容量を有している。メモリ３２は、画像表示用のビデオメモリとして機能



(8) JP 2021-69005 A 2021.4.30

10

20

30

40

50

する。
【００３９】
　Ｄ／Ａ変換器１９は、メモリ３２に格納されている画像表示用のデータをアナログ信号
に変換して背面表示部２８に供給する。
【００４０】
　背面表示部２８は、液晶ディスプレイ等の表示器を有しており、メモリ３２に書き込ま
れＤ／Ａ変換器１９を介して供給された表示用の画像データ（アナログ信号）を表示器に
表示する。背面表示部２８は、撮像部２２、Ａ／Ｄ変換器２３、メモリ制御部１５、メモ
リ３２、Ｄ／Ａ変換器１９等を介して逐次的に供給される画像データを表示することによ
って、スルー画像を継続的に表示する電子ビューファインダーとして機能する。すなわち
、デジタルカメラ１００は、撮像手段を用いた逐次的な撮影によって取得される撮像画像
を背面表示部２８に表示することで、ライブビュー表示（ＬＶ表示）を実現できる。以上
のライブビュー表示による画像を「ＬＶ画像」と称することがある。
【００４１】
　システム制御部５０は、上述したメモリ３２、Ｄ／Ａ変換器１９、背面表示部２８等の
表示関連要素を制御することによって表示制御を実現する。すなわち、システム制御部５
０は、表示制御手段として機能することができる。また、システム制御部５０は、記録媒
体２００への書込みを制御する記録制御手段、ライブビュー撮影を含む撮像動作を制御す
る撮像制御手段、およびライブビュー撮影の設定の候補のうちいずれかに設定する設定手
段として機能することができる。
【００４２】
　ファインダー内表示部４１は、動作中のオートフォーカスに係る測距点を示す枠（ＡＦ
枠）、デジタルカメラ１００の設定状態を示すアイコン等の補助情報を表示する要素であ
って、ファインダー内表示部駆動回路４２によって表示駆動される。ファインダー内表示
部駆動回路４２はシステム制御部５０に制御される。
【００４３】
　上面表示部４３は、上面表示部駆動回路４４によって表示駆動され、シャッター速度お
よび絞り値等のデジタルカメラ１００に関する種々の設定値を表示する。
【００４４】
　モード切替スイッチ６０は、種々の動作モードを切り替えるのに用いられる。デジタル
カメラ１００の動作モードには、静止画を取得する静止画モード、動画を取得する動画モ
ード、および静止画・動画を再生する再生モードが含まれる。静止画モードには、さらに
、オート撮影モード、オートシーン判別モード、マニュアルモード、絞り優先モード、シ
ャッター速度優先モード、プログラムＡＥモード、撮影シーン別の撮影設定となる各種シ
ーンモード、カスタムモードが含まれる。同様に、動画撮影モードにも、以上のような複
数のモードが含まれてよい。ユーザがモード切替スイッチ６０を操作することによって、
以上のいずれかのモードが直接的に選択される。また、モード切替スイッチ６０の操作に
よって表示されたモード一覧画面から、後述されるタッチパネル７０ａ等の他の操作部材
を用いてモードが選択されてもよい。
【００４５】
　シャッターボタン６１は、押下操作の途中で（すなわち、半押しによって）ＯＮ状態と
なる第１シャッタースイッチ６２と、押下操作の完了によって（すなわち、全押しによっ
て）ＯＮ状態となる第２シャッタースイッチ６４とを含む。第１シャッタースイッチ６２
がＯＮ状態になると、第１シャッタースイッチ信号ＳＷ１が出力され、ＡＦ処理、ＡＥ処
理、ＡＷＢ処理、ＥＦ処理等の撮影準備動作の開始がシステム制御部５０に指示される。
一方、第２シャッタースイッチ６４がＯＮ状態になると、第２シャッタースイッチ信号Ｓ
Ｗ２が出力され、本撮影（ライブビュー画像の撮影と区別して本撮影と称する）が行われ
る。つまり、ＳＷ２に応じて、本撮影用の絞りの設定値で絞った状態で露光が行われ、撮
像部２２からの信号読出し処理、現像処理、圧縮・伸長処理、記録媒体２００への画像フ
ァイルとしての書込み処理等の一連の撮影動作の開始がシステム制御部５０に指示される
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。
【００４６】
　操作部７０は、前述したように複数の操作部材を有する。各操作部材に対しては、場面
ごとに相異なる複数の機能を割り当てることができる。すなわち、各操作部材は、押下に
よって場面に応じた機能をトリガする機能ボタンとして機能し得る。機能の割当ては、例
えば、設定画面において背面表示部２８に表示される種々の機能アイコンを選択すること
によって行われる。以上の機能ボタンとして、絞り込みボタン、終了ボタン、戻りボタン
、画像送りボタン、ジャンプボタン、属性変更ボタンが非限定的に例示される。メニュー
ボタンが押下されると、各種の設定を行うためのメニュー画面が背面表示部２８に表示さ
れる。ユーザは、背面表示部２８に表示されたメニュー画面と、十字キー７４およびＳＥ
Ｔボタン７５とを用いて直感的に各種の設定を指示することができる。
【００４７】
　電源部３０は、デジタルカメラ１００に電源を供給する要素であって、一次電池（アル
カリ電池、リチウム電池等）、二次電池（ＮｉＣｄ電池、ＮｉＭＨ電池、Ｌｉ電池等）、
およびＡＣアダプタの少なくともいずれかによって構成される。電源制御部８０は、電池
検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロックを切り替えるスイッチ回路等により
構成されている。電源制御部８０は、電池が装着されているか否か、装着されている電池
の種別、および電池残量を検出することができる。電源制御部８０は、以上の検出結果お
よびシステム制御部５０からの指示に基づいてＤＣ－ＤＣコンバータを制御し、所要の電
圧を所要の期間に亘ってデジタルカメラ１００の各部（記録媒体２００を含む）およびレ
ンズユニット１５０の各部に供給する。
【００４８】
　記録媒体Ｉ／Ｆ１８は、デジタルカメラ１００に接続可能な記録媒体２００との接続イ
ンタフェースである。記録媒体２００は、デジタルカメラ１００にて撮影された画像を記
録するメモリカード等の外部記録媒体であって、半導体メモリ、磁気ディスク等の記憶素
子から構成される。
【００４９】
　システムタイマー５３は、種々の制御に用いられるタイミング生成部であると共に不図
示の内蔵時計の時間を計測する計時部である。システム制御部５０は、システムタイマー
５３が生成するタイミングに基づいて各部の動作を制御する。
【００５０】
　通信部５４は、有線または無線によってデジタルカメラ１００と他の装置とを接続する
通信インタフェースであって、無線ＬＡＮ（Local Area Network）、インターネット等の
ネットワークにも接続できる。通信部５４は、デジタルカメラ１００で取得された静止画
および動画（ＬＶ画像を含む）、および記録媒体２００に記録されている静止画および動
画を外部に送信でき、外部機器から画像および各種の情報を受信できる。
【００５１】
　姿勢検知部５５は、重力方向におけるデジタルカメラ１００の姿勢を検知し、姿勢情報
をシステム制御部５０に出力する。姿勢検知部５５は、例えば、加速度センサーやジャイ
ロセンサーを用いて構成される。姿勢検知部５５は、重力方向における姿勢に加えて、デ
ジタルカメラ１００の動き（パン、チルト、持上げ、静止等）を検知してもよい。システ
ム制御部５０は、姿勢検知部５５からの姿勢情報に対応する向き情報を画像に添付したり
、姿勢情報に基づいて画像の向きを変換したりすることができる。画像に添付された向き
情報は、その画像を撮影した時点におけるデジタルカメラ１００の向き（横構えまたは縦
構え）を示す情報である。
【００５２】
　操作部７０は、操作部材として、背面表示部２８に対するユーザの接触操作を検知する
タッチパネル７０ａを有する。タッチパネル７０ａは、背面表示部２８の表示面に取り付
けられるように一体的に構成される。タッチパネル７０ａの光の透過率は、背面表示部２
８による表示を妨げない値に設定されると好適である。タッチパネル７０ａの入力座標と
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背面表示部２８の表示座標とを対応付けることによって、ユーザが背面表示部２８による
表示画面を直接的に操作できるようなＧＵＩ（Graphical User Interface）が提供される
。システム制御部５０は、タッチパネル７０ａから入力される入力座標に基づいて、タッ
チパネル７０ａに対する種々のタッチ操作を検出できる。任意の検出方式（抵抗膜方式、
静電容量方式等）のタッチパネル７０ａを採用可能である。
【００５３】
　以下、図３から図９を参照して、本実施形態によるゼブラ表示処理について説明する。
ゼブラ表示とは、ライブビュー表示等の撮影画面において、所定の輝度範囲に相当する領
域に縞模様（ゼブラ模様）を表示させる処理である。ゼブラ表示によって、ユーザが露出
等の光学的設定をより容易かつ適切に調整することが可能となる。
【００５４】
　本実施形態のデジタルカメラ１００においては、複数の輝度範囲についてそれぞれ異な
るゼブラ表示（パターン）を実現することができる。より具体的には、第１輝度範囲に相
当する第１領域に第１ゼブラ模様を表示させる第１ゼブラ表示および第２輝度範囲に相当
する第２領域に第２ゼブラ模様を表示させる第２ゼブラ表示のいずれか一方または双方が
実行され得る。第１ゼブラ模様は、例えば、左上から右下に向かう線で構成される縞模様
であり、第２ゼブラ模様は、例えば、右上から左下に向かう線で構成される縞模様である
。すなわち、第１ゼブラ模様と第２ゼブラ模様とは互いに異なる模様である。したがって
、ユーザは第１ゼブラ模様と第２ゼブラ模様とを識別することができる。第１輝度範囲は
、ある輝度値を中心とする輝度範囲であって、例えば、５±５％から９５±５％までの範
囲から選択可能であると好適である。第２輝度範囲は、例えば、ある閾値以上の輝度値を
全て含む輝度範囲であって、例えば、閾値が５０％から１００％までの範囲から選択可能
であると好適である。
【００５５】
　図３は、本発明の実施形態におけるゼブラ表示のメイン処理のフローチャートである。
図４は、図３に含まれるゼブラ設定処理（ステップＳ３０８）の詳細を示すフローチャー
トである。図５は、本実施形態におけるゼブラ設定画面の一例を示す図である。図６は、
図３に含まれる撮影画面表示処理（ステップＳ３１０）の詳細を示すフローチャートであ
る。図７は、図６に含まれるゼブラ表示処理（ステップＳ６１８）の詳細を示すフローチ
ャートである。図８は、本実施形態におけるゼブラ表示が重畳された撮影画面の一例であ
る。図９は、図６に含まれる撮影処理（ステップＳ６２０）の詳細を示すフローチャート
である。
【００５６】
　図３を参照して、ゼブラ表示のメイン処理について説明する。図３のメイン処理は、例
えば、デジタルカメラ１００の電源が投入された後に実行される。なお、本フローにおけ
る種々の指示および判定は、種々の操作や状態、情報に基づいてなされ得る。例えば、操
作部７０に対するユーザの操作、操作部７０に対して既になされた操作によって生じてい
る状態（スイッチの位置等）、またはメモリ３２等に記憶されている設定情報に基づいて
、本フローにおける指示および判定がなされ得る。
【００５７】
　ステップＳ３０１において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００の現在の撮
影モードが動画モードであるか否かを判定する。撮影モードが動画モードである場合（Ｓ
３０１：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理をステップＳ３０７に進める。他方、撮影
モードが動画モードでない場合（Ｓ３０１：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステッ
プＳ３０２に進める。
【００５８】
　ステップＳ３０２において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００を「露出シ
ミュレーションを実行しない（露出シミュレーションが無効）」状態に設定すべき指示が
なされている否かを判定する。露出シミュレーションとは、撮像用（本撮影用）の設定情
報に基づいて撮像画像を補正する処理のことである。「露出シミュレーションを実行しな
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い」状態に設定すべき指示がなされている場合（Ｓ３０２：ＹＥＳ）、システム制御部５
０は処理をステップＳ３０４に進める。他方、「露出シミュレーションを実行しない」状
態に設定すべき指示がなされていない場合（Ｓ３０２：ＮＯ）、システム制御部５０は処
理をステップＳ３０３に進める。
【００５９】
　ステップＳ３０３において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００を「露出シ
ミュレーションを実行する（露出シミュレーションが有効）」状態に設定すべき指示がな
されているか否かを判定する。「露出シミュレーションを実行する」状態に設定すべき指
示がなされている場合（Ｓ３０３：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理をステップＳ３
０５に進める。他方、「露出シミュレーションを実行する」状態に設定すべき指示がなさ
れていない場合（Ｓ３０３：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステップＳ３０６に進
める。
【００６０】
　ステップＳ３０４において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００を「露出シ
ミュレーションを実行しない」状態に設定して、設定情報をメモリ３２に記憶する。一方
、ステップＳ３０５において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００を「露出シ
ミュレーションを実行する」状態に設定して、設定情報をメモリ３２に記憶する。他方、
ステップＳ３０６において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００を「絞り込み
中のみ露出シミュレーションを実行する」状態に設定して、設定情報をメモリ３２に記憶
する。なお、以上の設定情報は、不揮発性メモリ５６に記憶されてもよい。以下、他の設
定関連情報についても同様である。
【００６１】
　ステップＳ３０７において、システム制御部５０は、ゼブラ表示に関する設定（ゼブラ
設定）に関する指示がなされているか否かを判定する。ゼブラ設定の指示がなされている
場合（Ｓ３０７：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理をステップＳ３０８に進める。他
方、ゼブラ設定の指示がなされていない場合（Ｓ３０７：ＮＯ）、システム制御部５０は
処理をステップＳ３０９に進める。
【００６２】
　ステップＳ３０８において、システム制御部５０は、図４を参照して後述されるゼブラ
設定処理を実行する。ゼブラ設定処理によって、ゼブラ表示に関する種々の設定が変更さ
れる。
【００６３】
　ステップＳ３０９において、システム制御部５０は、撮影画面への遷移指示がなされて
いるか否かを判定する。撮影画面への遷移指示がなされている場合（Ｓ３０９：ＹＥＳ）
、システム制御部５０は処理をステップＳ３１０に進める。他方、撮影画面への遷移指示
がなされていない場合（Ｓ３０９：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステップＳ３１
１に進める。
【００６４】
　ステップＳ３１０において、システム制御部５０は、図６を参照して後述される撮影画
面表示処理を実行する。撮影画面表示処理によって、背面表示部２８に撮影画面が表示さ
れる。撮影画面には、所定の条件に応じてゼブラ表示が重畳される。
【００６５】
　ステップＳ３１１において、システム制御部５０は、メイン処理の終了指示がなされて
いるか否かを判定する。メイン処理の終了指示がなされている場合（Ｓ３１１：ＹＥＳ）
、システム制御部５０はメイン処理を終了する。他方、メイン処理の終了指示がなされて
いない場合（Ｓ３１１：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステップＳ３０１に戻して
繰り返す。「メイン処理の終了指示」は、例えば、電源スイッチ７２をオフ状態に設定す
ることによってなされる。
【００６６】
　なお、図３のフローの処理が実行されている最中にモードダイヤルの回転等の異常系操
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作がなされた場合には、処理が中断されてもよい。以降の他のフローの処理についても同
様である。
【００６７】
　図４を参照して、ステップＳ３０８のゼブラ設定処理の詳細について説明する。ゼブラ
設定処理においては、背面表示部２８にゼブラ設定画面が表示され、ユーザからの指示に
基づいてゼブラ表示に関する種々の設定が変更される。
【００６８】
　ステップＳ４０１において、システム制御部５０は、ゼブラ設定を変更するのに用いら
れるゼブラ設定画面を背面表示部２８に表示する。図５は、本実施形態におけるゼブラ設
定画面の一例を示す図である。ユーザは、ゼブラ設定画面が表示されている際にタッチパ
ネル７０ａ等の操作部７０を操作することで、ゼブラ設定の変更をシステム制御部５０に
対して指示することができる。
【００６９】
　ステップＳ４０２において、システム制御部５０は、ゼブラ表示を実行するか否かを示
すゼブラ表示設定の変更が指示されているか否かを判定する。ゼブラ表示設定の変更が指
示されている場合（Ｓ４０２：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理をステップＳ４０３
に進める。他方、ゼブラ表示設定の変更が指示されていない場合（Ｓ４０２：ＮＯ）、シ
ステム制御部５０は処理をステップＳ４０６に進める。
【００７０】
　ステップＳ４０３において、システム制御部５０は、今回の設定変更に係る指示値（選
択肢）に基づいて処理を分岐する。ゼブラ表示設定の指示値がゼブラ表示を実行しない「
切」である場合（Ｓ４０３：「切」）、システム制御部５０は処理をステップＳ４０４に
進める。他方、ゼブラ表示設定の指示値がゼブラ表示を実行する「入」である場合（Ｓ４
０３：「入」）、システム制御部５０は処理をステップＳ４０５に進める。なお、ステッ
プＳ４０２における指示およびステップＳ４０３における指示は、それぞれ別個の指示信
号によって示されてもよいし、１つの指示信号によって示されてもよい。
【００７１】
　ステップＳ４０４において、システム制御部５０は、ゼブラ表示設定を「切」に変更し
て、設定情報をメモリ３２に記憶する。他方、ステップＳ４０５において、システム制御
部５０は、ゼブラ表示設定を「入」に変更して、設定情報をメモリ３２に記憶する。
【００７２】
　ステップＳ４０６において、システム制御部５０は、ゼブラ選択設定の変更が指示され
ているか否かを判定する。ゼブラ選択設定の変更が指示されている場合（Ｓ４０６：ＹＥ
Ｓ）、システム制御部５０は処理をステップＳ４０７に進める。他方、ゼブラ選択設定の
変更が指示されていない場合（Ｓ４０６：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステップ
Ｓ４１１に進める。
【００７３】
　ステップＳ４０７において、システム制御部５０は、今回の設定変更に係る指示値（選
択肢）に基づいて処理を分岐する。ゼブラ選択設定の指示値が第１ゼブラ表示の実行を示
す「ゼブラ１」である場合（Ｓ４０７：「ゼブラ１」）、システム制御部５０は処理をス
テップＳ４０８に進める。一方、ゼブラ選択設定の指示値が第２ゼブラ表示の実行を示す
「ゼブラ２」である場合（Ｓ４０７：「ゼブラ２」）、システム制御部５０は処理をステ
ップＳ４０９に進める。他方、ゼブラ選択設定の指示値が第１ゼブラ表示および第２ゼブ
ラ表示の双方の実行を示す「ゼブラ１＋２」である場合（Ｓ４０７：「ゼブラ１＋２」）
、システム制御部５０は処理をステップＳ４１０に進める。なお、ステップＳ４０６にお
ける指示およびステップＳ４０７における指示は、それぞれ別個の指示信号によって示さ
れてもよいし、１つの指示信号によって示されてもよい。
【００７４】
　ステップＳ４０８において、システム制御部５０は、ゼブラ選択設定を「ゼブラ１」に
設定して、設定情報をメモリ３２に記憶する。一方、ステップＳ４０９において、システ
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ム制御部５０は、ゼブラ選択設定を「ゼブラ２」に設定して、設定情報をメモリ３２に記
憶する。他方、ステップＳ４１０において、システム制御部５０は、ゼブラ選択設定を「
ゼブラ１＋２」に設定して、設定情報をメモリ３２に記憶する。
【００７５】
　ステップＳ４１１において、システム制御部５０は、第１ゼブラ表示に関する輝度範囲
（第１輝度範囲）の変更が指示されているか否かを判定する。第１輝度範囲の変更が指示
されている場合（Ｓ４１１：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理をステップＳ４１２に
進める。他方、第１輝度範囲の変更が指示されていない場合（Ｓ４１１：ＮＯ）、システ
ム制御部５０は処理をステップＳ４１３に進める。
【００７６】
　ステップＳ４１２において、システム制御部５０は、上記の変更指示に基づいて第１輝
度範囲を変更して、第１輝度範囲を示す情報をメモリ３２に記憶する。
【００７７】
　ステップＳ４１３において、システム制御部５０は、第２ゼブラ表示に関する輝度範囲
（第２輝度範囲）の変更が指示されているか否かを判定する。第２輝度範囲の変更が指示
されている場合（Ｓ４１３：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理をステップＳ４１４に
進める。他方、第２輝度範囲の変更が指示されていない場合（Ｓ４１３：ＮＯ）、システ
ム制御部５０は処理をステップＳ４１５に進める。
【００７８】
　ステップＳ４１４において、システム制御部５０は、上記の変更指示に基づいて第２輝
度範囲を変更して、第２輝度範囲を示す情報をメモリ３２に記憶する。
【００７９】
　ステップＳ４１５において、システム制御部５０は、ゼブラ設定処理の終了が指示され
ているか否かを判定する。ゼブラ設定処理の終了が指示されている場合（Ｓ４１５：ＹＥ
Ｓ）、システム制御部５０は図４のフローに係るゼブラ設定処理を終了する。他方、ゼブ
ラ設定処理の終了が指示されていない場合（Ｓ４１５：ＮＯ）、システム制御部５０は処
理をステップＳ４０２に戻してゼブラ設定処理を継続する。
【００８０】
　図６を参照して、ステップＳ３１０の撮影画面表示処理の詳細について説明する。撮影
画面表示処理においては、背面表示部２８に表示されている撮影画面に対してゼブラ表示
が所定条件下で重畳される。
【００８１】
　ステップＳ６０１において、システム制御部５０は、メモリ３２に記憶されているゼブ
ラ表示設定（「入」または「切」）を読み出して取得する。
【００８２】
　ステップＳ６０２において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００の現在の撮
影モードが動画モードであるか否かを判定する。撮影モードが動画モードである場合（Ｓ
６０２：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理をステップＳ６０８に進める。他方、撮影
モードが動画モードでない場合（Ｓ６０２：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステッ
プＳ６０３に進める。
【００８３】
　ステップＳ６０３において、システム制御部５０は、メモリ３２に記憶されている露出
シミュレーションに関する設定情報を取得する。
【００８４】
　ステップＳ６０４において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００の常時絞り
込み設定が「入」であるか否かを判定する。常時絞り込み設定が「入」とは、デジタルカ
メラ１００の操作部７０に含まれる絞り込みボタンが押下されていなくとも（特定の操作
がなくとも）、本撮影用の絞りの設定値に基づく絞りに絞り込んでライブビュー撮影を行
う設定である。常時絞り込み設定が「切」とは、本撮影用の絞りの設定値に基づかない絞
り（本実施形態では解放絞り）でライブビュー撮影を行う設定である。常時絞り込み設定
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が「入」である場合（Ｓ６０４：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理をステップＳ６０
７に進める。他方、常時絞り込み設定が「切」である場合（すなわち、常時絞り込み設定
が「入」でない場合）（Ｓ６０４：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステップＳ６０
５に進める。
【００８５】
　ステップＳ６０５において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００の操作部７
０に含まれる絞り込みボタンが押下されているか否かを判定する。絞り込みボタンが押下
されている場合（Ｓ６０５：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理をステップＳ６０７に
進める。他方、絞り込みボタンが押下されていない場合（Ｓ６０５：ＮＯ）、システム制
御部５０は処理をステップＳ６０６に進める。
【００８６】
　ステップＳ６０６において、システム制御部５０は、レンズユニット１５０のレンズシ
ステム制御回路４を制御して、デジタルカメラ１００に設定されている絞り値に関わらず
絞り１を開放させる。本ステップにおける絞り１の開放は、ＡＦ性能を向上させるために
実行されるものであって、デジタルカメラ１００に設定されている撮影時の絞り値には影
響されない。
【００８７】
　ステップＳ６０７において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００に設定され
ている静止画モード時の撮像用（本撮影用）の絞り値に基づいてレンズシステム制御回路
４を制御して、絞り１を絞る。本ステップにおける絞り１の絞り値は撮像用の絞り値に基
づいて決定されるが、必ずしも本撮影用の絞り値と一致しなくてよい。例えば、本撮影用
の絞り値に従って絞り１を絞るとＡＦ処理において輝度が不足する場合は、ＡＦ処理を実
現可能かつ本撮影用の絞り値に近付くように絞り値が決定されてよい。
【００８８】
　ステップＳ６０８において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００に設定され
ている動画モード時の本撮影用の絞り値に基づいてレンズシステム制御回路４を制御して
、絞り１を絞る。
【００８９】
　ステップＳ６０９において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００が「露出シ
ミュレーションを実行しない」状態に設定されているか否かを判定する。「露出シミュレ
ーションを実行しない」状態に設定されている場合（Ｓ６０９：ＹＥＳ）、システム制御
部５０は処理をステップＳ６１２に進める。他方、「露出シミュレーションを実行しない
」状態に設定されていない場合（Ｓ６０９：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステッ
プＳ６１０に進める。
【００９０】
　ステップＳ６１０において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００が「露出シ
ミュレーションを実行する」状態に設定されているか否かを判定する。「露出シミュレー
ションを実行する」状態に設定されている場合（Ｓ６１０：ＹＥＳ）、システム制御部５
０は処理をステップＳ６１３に進める。他方、「露出シミュレーションを実行する」状態
に設定されていない場合（Ｓ６１０：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステップＳ６
１１に進める。
【００９１】
　ステップＳ６１１において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００に設定され
ている静止画モード時の本撮影用の絞り値に基づいて絞り１が絞られているか否かを判定
する。以上のように絞り１が絞られている場合（Ｓ６１１：ＹＥＳ）、システム制御部５
０は処理をステップＳ６１３に進める。他方、以上のように絞り１が絞られていない場合
（Ｓ６１１：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステップＳ６１２に進める。
【００９２】
　ステップＳ６１２において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００の各部を制
御してライブビュー用の撮像画像を取得し、背面表示部２８のライブビュー表示を更新す
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る。
【００９３】
　ステップＳ６１３において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００の各部を制
御してライブビュー用の撮像画像を取得する。システム制御部５０は、取得したライブビ
ュー用の撮像画像の輝度を、本撮影用のシャッター速度、絞り値、およびＩＳＯ感度等の
設定情報に基づいて補正し、背面表示部２８のライブビュー表示を更新する。
【００９４】
　ステップＳ６１４において、システム制御部５０は、ゼブラ表示設定が「入」であるか
否かを判定する。ゼブラ表示設定が「入」である場合（Ｓ６１４：ＹＥＳ）、システム制
御部５０は処理をステップＳ６１５に進める。他方、ゼブラ表示設定が「入」でない場合
（Ｓ６１４：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステップＳ６１９に進める。
【００９５】
　ステップＳ６１５において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００の現在の撮
影モードが動画モードであるか否かを判定する。撮影モードが動画モードである場合（Ｓ
６１５：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理をステップＳ６１８に進める。他方、撮影
モードが動画モードでない場合（Ｓ６１５：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステッ
プＳ６１６に進める。
【００９６】
　ステップＳ６１６において、システム制御部５０は、絞り込みボタンが押下されている
か否かを判定する。絞り込みボタンが押下されている場合（Ｓ６１６：ＹＥＳ）、システ
ム制御部５０は処理をステップＳ６１９に進める。他方、絞り込みボタンが押下されてい
ない場合（Ｓ６１６：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステップＳ６１７に進める。
【００９７】
　以上のステップＳ６１６のＹＥＳ分岐によってステップＳ６１８のゼブラ表示が回避さ
れることによって、ユーザが被写界深度を容易に確認できる。他方、絞り込みボタンの押
下中にユーザがゼブラ表示を確認したいケースも想定され得る。そこで、ステップＳ６１
６のＹＥＳ分岐後に処理がステップＳ６１８に進められてもよい。
【００９８】
　ステップＳ６１７において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００の常時絞り
込み設定が「入」であるか否かを判定する。常時絞り込み設定が「入」である場合（Ｓ６
１７：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理をステップＳ６１８に進める。他方、常時絞
り込み設定が「入」でない場合（Ｓ６１７：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステッ
プＳ６１９に進める。
【００９９】
　ステップＳ６１８において、システム制御部５０は、図７を参照して後述されるゼブラ
表示処理（パターン表示処理）を実行する。ゼブラ表示処理によって、背面表示部２８に
表示されている撮影画像にゼブラ表示が重畳される。
【０１００】
　ステップＳ６１９において、システム制御部５０は、撮影が指示されたか否かを判定す
る。静止画モードにおける撮影はシャッターボタン６１によって指示され、動画モードに
おける撮影はＬＶボタン７６によって指示される。撮影が指示された場合（Ｓ６１９：Ｙ
ＥＳ）、システム制御部５０は処理をステップＳ６２０に進める。他方、撮影が指示され
てない場合（Ｓ６１９：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステップＳ６２１に進める
。
【０１０１】
　ステップＳ６２０において、システム制御部５０は、図９を参照して後述される撮影処
理を実行する。撮影処理によって、モードに応じた撮影（静止画または動画の取得）が実
行される。
【０１０２】
　ステップＳ６２１において、システム制御部５０は、撮影画面の終了が指示されている
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か否かを判定する。撮影画面の終了が指示されている場合（Ｓ６２１：ＹＥＳ）、システ
ム制御部５０は図６のフローに係る撮影画面表示処理を終了する。他方、撮影画面の終了
が指示されていない場合（Ｓ６２１：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステップＳ６
０２に戻して撮影画面表示処理を継続する。
【０１０３】
　図７を参照して、ステップＳ６１８のゼブラ表示処理の詳細について説明する。ゼブラ
表示処理においては、背面表示部２８に表示されている撮影画面に対して、ゼブラ設定に
従ってゼブラ表示が重畳される。
【０１０４】
　ステップＳ７０１において、システム制御部５０は、ゼブラ選択設定（「ゼブラ１」、
「ゼブラ２」、または「ゼブラ１＋２」）をメモリ３２から読み出して取得する。
【０１０５】
　ステップＳ７０２において、システム制御部５０は、第１ゼブラ表示に関する第１輝度
範囲をメモリ３２から読み出して取得する。ステップＳ７０２において、システム制御部
５０は、第２ゼブラ表示に関する第２輝度範囲をメモリ３２から読み出して取得する。
【０１０６】
　ステップＳ７０４において、システム制御部５０は、撮像画像から画素ごとの輝度情報
を取得する。
【０１０７】
　ステップＳ７０５において、システム制御部５０は、ゼブラ選択設定が第１ゼブラ表示
を示す「ゼブラ１」であるか否かを判定する。ゼブラ選択設定が「ゼブラ１」である場合
（Ｓ７０５：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理をステップＳ７０６に進める。他方、
ゼブラ選択設定が「ゼブラ１」でない場合（Ｓ７０５：ＮＯ）、システム制御部５０は処
理をＳ７０８に進める。
【０１０８】
　ステップＳ７０６において、システム制御部５０は、第１輝度範囲に含まれる輝度値が
撮像画像に含まれているか否かを判定する。第１輝度範囲に含まれる輝度値が撮像画像に
含まれている場合（Ｓ７０６：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理をステップＳ７０７
に進める。他方、第１輝度範囲に含まれる輝度値が撮像画像に含まれていない場合（Ｓ７
０６：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステップＳ７０８に進める。
【０１０９】
　ステップＳ７０７において、システム制御部５０は、第１輝度範囲に含まれる輝度値に
相当する画素（第１領域）に対して、第１ゼブラ模様を撮影画像に重畳して表示する。図
８は、背面表示部２８に表示される撮影画面の一例であって、第１領域８０１に第１ゼブ
ラ模様が表示されている。
【０１１０】
　ステップＳ７０８において、システム制御部５０は、ゼブラ選択設定が第２ゼブラ表示
を示す「ゼブラ２」であるか否かを判定する。ゼブラ選択設定が「ゼブラ２」である場合
（Ｓ７０８：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理をステップＳ７０９に進める。他方、
ゼブラ選択設定が「ゼブラ２」でない場合（Ｓ７０８：ＮＯ）、システム制御部５０は処
理をＳ７１１に進める。
【０１１１】
　ステップＳ７０９において、システム制御部５０は、第２輝度範囲に含まれる輝度値が
撮像画像に含まれているか否かを判定する。第２輝度範囲に含まれる輝度値が撮像画像に
含まれている場合（Ｓ７０９：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理をステップＳ７１０
に進める。他方、第２輝度範囲に含まれる輝度値が撮像画像に含まれていない場合（Ｓ７
０９：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステップＳ７１１に進める。
【０１１２】
　ステップＳ７１０において、システム制御部５０は、第２輝度範囲に含まれる輝度値に
相当する画素（第２領域）に対して、第２ゼブラ模様を撮影画像に重畳して表示する。図
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８の第２領域８０２には、第２ゼブラ模様が表示されている。
【０１１３】
　ステップＳ７１１において、システム制御部５０は、ゼブラ選択設定が第１ゼブラ表示
および第２ゼブラ表示の双方を示す「ゼブラ１＋２」であるか否かを判定する。ゼブラ選
択設定が「ゼブラ１＋２」である場合（Ｓ７１１：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理
をステップＳ７１２に進める。他方、ゼブラ選択設定が「ゼブラ１＋２」でない場合（Ｓ
７１１：ＮＯ）、システム制御部５０は図７のフローに係るゼブラ表示処理を終了する。
【０１１４】
　ステップＳ７１２において、システム制御部５０は、第１輝度範囲に含まれる輝度値が
撮像画像に含まれているか否かを判定する。第１輝度範囲に含まれる輝度値が撮像画像に
含まれている場合（Ｓ７１１：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理をステップＳ７１３
に進める。他方、第１輝度範囲に含まれる輝度値が撮像画像に含まれていない場合（Ｓ７
１２：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステップＳ７１４に進める。
【０１１５】
　ステップＳ７１３において、システム制御部５０は、第１輝度範囲に含まれる輝度値に
相当する画素（第１領域）に対して、第１ゼブラ模様を撮影画像に重畳して表示する。
【０１１６】
　ステップＳ７１４において、システム制御部５０は、第２輝度範囲に含まれる輝度値が
撮像画像に含まれているか否かを判定する。第２輝度範囲に含まれる輝度値が撮像画像に
含まれている場合（Ｓ７１４：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理をステップＳ７１５
に進める。他方、第２輝度範囲に含まれる輝度値が撮像画像に含まれていない場合（Ｓ７
１４：ＮＯ）、システム制御部５０は図７のフローに係るゼブラ表示処理を終了する。
【０１１７】
　ステップＳ７１５において、システム制御部５０は、第２輝度範囲に含まれる輝度値に
相当する画素（第２領域）に対して、第２ゼブラ模様を撮影画像に重畳して表示する。
【０１１８】
　図９を参照して、ステップＳ６２０の撮影処理の詳細について説明する。撮影処理にお
いては、動作モードおよび撮影指示に従って撮影動作が実行され、撮像画像が取得されて
記録媒体２００に書き込まれる。
【０１１９】
　ステップＳ９０１において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００の現在の撮
影モードが動画モードであるか否かを判定する。撮影モードが動画モードである場合（Ｓ
９０１：ＹＥＳ）、システム制御部５０は処理をＳ９０２に進める。他方、撮影モードが
動画モードでない場合（Ｓ９０１：ＮＯ）、すなわち、静止画撮影モードである場合、シ
ステム制御部５０は処理をＳ９０５に進める。
【０１２０】
　ステップＳ９０２において、システム制御部５０は、撮像画像を取得し、取得した撮像
画像を１つの動画ファイル内に書き込む動画撮影処理を実行する。
【０１２１】
　ステップＳ９０３において、システム制御部５０は、動画撮影の停止が指示されている
か否かを判定する。動画撮影の停止は、例えば、ＬＶボタン７６の押下によって指示され
る。動画撮影の停止が指示されている場合（Ｓ９０３：ＹＥＳ）、システム制御部５０は
処理をステップＳ９０４に進める。他方、動画撮影の停止が指示されていない場合（Ｓ９
０３：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステップＳ９０２に戻して動画撮影を継続す
る。
【０１２２】
　ステップＳ９０４において、システム制御部５０は、動画撮影処理を停止する。なお、
複数の撮像画像を含む動画ファイルの記録媒体２００への書込みは、ステップＳ９０２に
おいて１枚の撮像画像が取得される度に行われてもよいし、ステップＳ９０４において動
画撮影処理が停止してから行われてもよい。
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【０１２３】
　ステップＳ９０５において、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００に設定され
ている静止画モード時の本撮影用の絞り値に基づいてレンズシステム制御回路４を制御し
て、絞り１を絞る。
【０１２４】
　ステップＳ９０６において、システム制御部５０は、前述した本撮影を行う。すなわち
、システム制御部５０は、撮像画像を取得し、取得した撮像画像を記録媒体２００に静止
画ファイルとして書き込む静止画撮影処理を実行する。
【０１２５】
　ステップＳ９０７において、システム制御部５０は、静止画撮影の停止が指示されてい
るか否かを判定する。静止画撮影の停止は、例えば、シャッターボタン６１の押下の中断
によって指示される。静止画撮影の停止が指示されている場合（Ｓ９０７：ＹＥＳ）、シ
ステム制御部５０は処理をステップＳ９０８に進める。他方、静止画撮影の停止が指示さ
れていない場合（Ｓ９０７：ＮＯ）、システム制御部５０は処理をステップＳ９０５に戻
して静止画撮影を継続する。
【０１２６】
　ステップＳ９０８において、システム制御部５０は、静止画撮影処理を停止する。
【０１２７】
　上記した本実施形態の構成によれば、撮像手段の絞りと適合するように撮像画像の輝度
に対応するパターンを表示させることができる。より具体的には、以下の通りである。
【０１２８】
　以上の構成では、撮像手段の絞りが本撮影用の絞り値に基づいて設定された状態で撮影
されている場合、撮像画像にゼブラ表示が重畳される一方、撮像手段の絞りが本撮影用の
絞り値に基づかずに設定された状態で撮影されている場合、ゼブラ表示は行われない。し
たがって、実際の撮像動作によって取得されるべき撮像画像に対応する輝度に対してゼブ
ラ表示が行われる。すなわち、正確な輝度情報に基づいてゼブラ表示を実行することがで
きる。
【０１２９】
　また、露出シミュレーションが実行されている場合にゼブラ表示を行い、露出シミュレ
ーションが実行されていない場合にはゼブラ表示を行わない構成によれば、より正確な輝
度情報に基づいてゼブラ表示を実行することができる。
【０１３０】
　＜他の実施形態＞
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、以上の実施形態は本発明を実現
可能な構成の一例に過ぎない。本発明は、以上の実施形態に記載される構成によって限定
されるものではなく、その要旨の範囲内で種々の変形および変更が可能である。具体的な
変形の態様を以下に例示する。以上の実施形態および以下の例示から任意に選択された２
以上の態様は、相互に矛盾しない限り適宜に併合され得る。
【０１３１】
　上記した実施形態では、システム制御部５０が、本撮影用の絞り値に基づかずに設定さ
れた絞りを用いて撮影されている場合、撮像画像にゼブラ表示を重畳しない。以上の構成
に代えて、システム制御部５０が、ゼブラ表示が不正確である旨を示す情報と共に撮像画
像にゼブラ模様を重畳して表示してもよい。また、他に、システム制御部５０が、通常の
ゼブラ表示とは色および模様の少なくともいずれかが異なる第２の表示形態のゼブラ表示
を行ってもよい。
【０１３２】
　上記した実施形態では、デジタルカメラ１００のシステム制御部５０が種々の制御処理
を実行している。以上の制御処理は、単一のハードウェアによって実行されてもよいし、
複数のハードウェア（例えば、複数のプロセッサ、複数の回路）によって分担して実行さ
れてもよい。換言すると、システム制御部５０は１つ以上のハードウェアによって実現さ
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れ得る。
【０１３３】
　上記した実施形態では、撮像制御装置の一例であるデジタルカメラ１００（撮像装置）
に本発明を適用した例を示して説明がされているが、本発明を実現可能な構成は上記した
実施形態に限定されない。本発明は、撮像画像に対して種々の情報を重複して表示可能な
任意の装置に対して適用できる。すなわち、本発明は、パーソナルコンピュータ、ＰＤＡ
、携帯電話端末、携帯型の画像ビューワ、ディスプレイを備えるプリンタ装置、デジタル
フォトフレーム、音楽プレーヤ、ゲーム機、および電子ブックリーダ等の種々の装置に適
用できる。
【０１３４】
　本発明は、画像を自ら撮像する撮像装置に適用される他、ネットワークカメラ等の撮像
装置を有線通信または無線通信によって遠隔的に制御し、撮像装置から取得した撮像画像
（ライブビュー画像等）を表示する制御装置にも適用できる。以上のような制御装置とし
て、スマートフォン、タブレットＰＣ、デスクトップＰＣ等の情報処理装置が例示される
。以上の制御装置は、ユーザからの操作や制御装置内の処理に基づいて、動作や設定を指
示する制御コマンドを撮像装置に送信することによって、撮像装置を遠隔的に制御できる
。
【０１３５】
　本発明は、上記した実施形態の１以上の機能を実現するプログラムをネットワークや非
一過性の記憶媒体を介してシステムや装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュー
タの１以上のプロセッサがプログラムを読み出して実行する処理でも実現可能である。以
上のプログラムおよび以上のプログラムを記憶する記憶媒体は、本発明を構成する。また
、本発明は、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能であ
る。
【符号の説明】
【０１３６】
　　２２　撮像部（撮像手段）
　　５０　システム制御部（表示制御手段、撮像制御手段、設定手段）
　１００　デジタルカメラ（撮像制御装置、撮像装置）
　１５０　レンズユニット（撮像手段）
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